若者の社会的関係における主張性行動に関する一考察　－交流分析におけるストローク理論を手がかりに－ by 佐野 茂
．研究目的
今日、様々な社会的交流場面において ノーと意思表示すること や 困った時は人に助
けを求める といった、いわゆる主張性行動をとることのできない若年層が増加している。
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、 撫でる という字義どおりの親密な身体的接触を意味する ）。そしてこの 撫で
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）
表 ストロークの分類
杉田峰康 交流分析 日本文化科学社、 年、 ページ及び白井幸子・中島美知子 死と闘う
































































調査時期 年 月より 年 月
調査対象 筆者が担当する 大学および 大学の、教職課程および心理教養関連科目を
































（ ） と 自由・自然な子どもの自我状態 （ ） をとりあげ、
主張性行動との関連を考察した。これらの用語はバーン の操作的な概念であるが、バー
ン はこの 従順・順応な子どもの自我状態（以下 と記す） の特徴を、親の自我
状態の影響をうけての行動であって、父や母の望みどおりに従順で（ ）、早熟、
大人を意識した（ ）心理、行動状態と説明する ）。一方 自由な子どもの自我
状態 （以下 と記す）は、反抗（ ）や創造性（ ）といった自発的











点である。 点を 時々求めたり求めなかったり という評定として設定しているので、例
えば 必要な時はプラスのストロークを求める？ という設問での得点が で、必要時は
プラスストローク（ ）をより多くを求めている傾向がある、ということがわかる。ま
た、 を他者がくれているのに申し訳なく拒む は ということで、この場合は若干
であるがより拒まない傾向にあることがわかる。 他者から求められても気が進まないとき
は拒む は 、 でも欲していない時は拒める が ということで、これは拒んだ
り拒まなかったり、どちらともいえない状況にある。
親とのストロークの交換については、男女差が確認されており（表 ）、女性が男性に比
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）その他の質問項目としては、自由記述形式で 自分のストロークプロフィールの印象、 一番嬉しい言
語的 ストローク、そして 頼みごとをして断られた時どのような感情を持つかについて、 ていねいに
断られた場合 、 普通に断られた場合 に分け多肢選択法（かえって申し訳ない、断っても仕方ない、不
愉快）での項目をとりあげた。但しこれらの項目についての結果は本報告では取り扱っていない。









が ということで、女性はより頻繁に母親に を求めている。母親から を拒むと
いうこと項目においても、男女差が認められおり（表 ）、男性の方が女性に比べより拒む
傾向がある。ただ、男女共 点未満ということから（男性 、女性 ）、どちらかとい
えば母親の は拒まない傾向にある。父親との関係でいえば、男女共 を求めること





母親から を貰う ことと を必要な時求める （ ）、 他者から求められて
も気が進まなければ拒む （ ）に有意な差が認められた。 父親から 貰う につ




自由な子ども 及び 従順な子ども と主張性行動との関連の結果である。
ここで、 優位グループ とは、個々のエゴグラム得点を見た場合、 得点が 得
点より高いグループとした（ただし 点未満）。また 点以上高い場合は 非常に優位
グループ とした。一方、 優位グループ とは、個々のエゴグラム得点を見た場合、
得点が 得点より高いグループとした（ただし 点未満）。また、 点以上高い場合
を 非常に優位グループ とした。
表 および表 は、主張性行動の中から、 必要な時は 求める という項目をとりあ
げ、その および の平均点の比較と分散分析の結果である。最も高得点のもの
が、 非常に優位グループ で、次に 優位型グループ 、そして 同等得点グルー
プ 、 優位型グループ 、 非常に優位型グループ の順である。また、 の
誤差分散の等分散性検定は、 値 、 で等分散性が確保され、分散分析（被
験者間効果検定）では で有意差が認められた。
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表 親子関係と主張性の相関
若者の社会的関係における主張性行動に関する一考察（佐野）
また表 から表 は、主張性行動の項目として 他者から何かすることを求められても、
気が進まない時は断る をとりあげ表 から表 と同じ分析をこころみたものである。
最も得点の高いものとして、 優位型グループ で次に 非常に優位型グループ
そして 優位型グループ 同等型グループ 、 非常に有意型グループ の順となっ




表 必要時・・・ の 優位型と 優位型の平均点比較
表 必要時・・ の 優位型と 優位型相互間の分散分析
表 他者から求ら・・ の と 優位型の平均点比較









表 から表 までは主張性行動がとれない理由のエピソードを掲示したものである ）。表
は 他者にプラスストロークが必要な時に求められない理由 の回答で、大きく つのタ
イプに類型できる。 求めても与えてくれないと思うから 等の 他者不信 と考えられる
もの。 他者との交流が得意でない 等の 消極的性格 によるもの。また 相手に申し訳
ない、心配をかけたくない 等の 他者配慮・優先（過剰適応的） によるもの。そして
求めると甘えになる 等 信念を持って求めない といったものである。最後の 信念を
持って求めない というタイプは消極的な主張性行動というより別タイプ行動と考える。
表 は 他者から何かすることを求められたとき、気がすすまないにもかかわらず、断れ
ない理由 で、この設問にも大きく つのタイプに類型できた。 相手に申し訳ない 等の
他者配慮・優先（過剰適応的）、や 性格的に断る勇気がない 等の 消極的性格 によ
るもの、また 仲間外れになるのが恐い 等の 人間関係トラブルの回避 、そして 人に
喜んでほしい 頼ってくれることは嬉しい 等の 求められることへの肯定的な認知・感
情 があげられた。最後の、 求められることへの肯定的な認知・感情 については表 と
同様に消極的な主張性行動というより別タイプ行動と考えられる。
表 は 欲していないにもかかわらず（プラスストロークではあるが）断れない理由
で、これは二つに分けられた。 は自分にプラスになるから 等、 他者からの に
対する無条件の肯定的認知 や せっかくくれたのだから 等の 他者配慮・優先（過剰適
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）ここでは得点が 点以下の人に自由記述回答を求めた。全員が回答したものではなく、回答率は表 が














これらの理由（阻害要因）を自由記述回答から考察すると 他者不信 や 他者との交流
が得意でない 性格的に断る勇気がない 等の 消極的性格 によるもの。また 相手に
申し訳ない、心配かけたくない 等の 他者配慮・優先（過剰適応的）。そして 仲間外れ
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表 主張性行動が消極的と考えられる割合
点以下とは、 点を頻度として 時々 、 点は めった




応に影響を及ぼす要因として過去の先行研究から 親子関係 性格 個人の特性や状態
生理的要因 に分類している ）。また、石津・安保は過剰適応する子どもの親の養育態度
を分析し、 温かさ と 過干渉 という指標からその影響を考察している。結果として
温かさ は男女共に 自己抑制 と 自己不全感に負の影響があることを指摘している。
















としての気質と環境要因としての養育態度の影響の観点から 、教育心理学研究、 、 年、
頁。
）桑山久仁子 外界への過剰適応に関する一考察 ─欲求不満場面における感情表現の仕方を手がかり
にして─ 、京都大学大学院教育学研究科紀要 、 年、 頁。

